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各学年の内容 Ｆ 表現リズム遊び Ｆ 表現運動

１．２年 ３．４年 ５．６年

Ｆ 表現リズム遊び Ｆ 表現運動 Ｆ 表現運動
低学年の表現リズム遊びは，｢表現遊び｣及び｢リ 中学年の表現運動は，｢表現｣及び｢リズムダンス｣で内容が構 高学年の表現運動は，｢表現｣及び｢フォークダンス｣で内容が構成さ

ズム遊び｣で内容が構成され， 身近な題材の特徴 成され，これらの 運動は，自己の心身を解き放して，イメー れ，これら の運動は，自己の心身を解き放して，イメージやリズム
を捉えてそのものになりきって全身の動きで表現 ジやリズムの世界に没入してなりきっ て踊ることが楽しい運 の世界に没入してなりき って踊ることが楽しい運動であり，互いの
したり，軽快 なリズムの音楽に乗って踊ったり 動であり，互いのよさを生かし合って友達と交流して踊る 楽 よさを生かし合って仲間と交流して踊 る楽しさや喜びを味わうこと
する楽しさに触れることのできる運動遊びであ しさや喜びに触れることのできる運動である。 低学年の｢表現 のできる運動である。
るとともに，友達と様々な動きを見付けて踊った リズム遊び｣の学習を踏まえ，中学年では，表現運動の楽しさ 低学年の｢表現リズム遊び｣と中学年の｢表現運動｣の学習で身に付け
り，みんなで調子を合わせて踊 ったりする楽し や 喜びに触れ，その行い方を知るとともに，題材の特徴を捉 てきた即興 的に表現する能力やリズムに乗って踊る能力，コミュニ
さに触れることのできる運動遊びである。 低学 えた多様な感じの表現 と全身でリズムに乗って踊る学習を通 ケーション能力などを土 台として，｢表現｣では，更に個人やグルー
年では，表現リズム遊びの楽しさに触れ，その行 して，即興的に表現する能力やリズムに乗 って踊る能力，友 プの持ち味を生かした簡単なひとまと まりの動きにして，仲間と表
い方を知るとともに，表 現遊びとリズム遊びの 達と豊かに関わり合うコミュニケーション能力などを培えるよ したい感じを込めて通して踊る力を培うとともに，
両方の遊びを豊かに体験する中で，即興的な身体 うにし，高学年の｢表現運動｣の学習につなげていくことが求 ｢フォークダンス｣では，日本の地域や世界の国々で親しまれてきた日
表現能力 やリズムに乗って踊る能力，コミュニ められる。 また，表現運動を楽しく行うために，表現運動に 本の民踊 よう
ケーション能力などを培えるようにし，中 学年 ついての自己の課題を見付け， その解決のための活動を工夫 や外国の踊りを身に付けて，日本の地域や世界の文化に触れながら踊
の表現運動の学習につなげていくことが求められ するとともに，誰とでも仲よく踊ったり，友達の動 きや考え りで交流す る力を培い，中学校のダンスの学習につなげていくこと
る。 また，表現リズム遊びを楽しく行うために，を認めたり，場の安全に気を付けたりすることが大切である。 が求められる。 また，表現運動を楽しく行うために，自己やグルー
簡単な踊り方を工夫するととも に，誰とでも仲 プの課題を見付け，その解 決のための活動を工夫するとともに，助
よく踊ったり，場の安全に気を付けたりすること け合って踊ったり，互いの動きや考えを 認め合ったり，場の安全に
などをできるよ うにすることが大切である。 気を配ったりすることが大切である。
なお，リズム遊びには，中学年のリズムダンスと
高学年のフォークダンスへの つながりを考慮し
て，簡単なフォークダンスを軽快なリズムに乗っ
て踊る内容に 含めて指導することができること
を｢内容の取扱い｣に示した。
表現リズム遊びについて，次の事項を身に付 表現運動について，次の事項を身に付けることができる 表現運動について，次の事項を身に付けることができ

けることができるよう指導する。 よう指導する。 るよう指導する。 。

(1）(1) 次の運動遊びの楽しさに触れ，その行い方を (1) 次の運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方を知るととも (1) 次の運動の楽しさや喜びを味わい，その行い方を理解するととも
知 知るとともに，題材になりき ったりリズムに乗 に，表したい感 じを表現したりリズムに乗ったりして踊るこ に，表し たい感じを表現したり踊りで交流したりすること。 ア 表
識 ったりして踊ること。 ア 表現遊びでは，身近な と。 ア 表現では，身近な生活などの題材からその主な特徴を 現では，いろいろな題材からそれらの主な特徴を捉え，表したい感じ
及 題材の特徴を捉え，全身で踊ること。 イ リズム 捉え，表したい感 じをひと流れの動きで踊ること。 イ リズ をひと流れの動きで即興的に踊ったり，簡単なひとまとまりの動き
び 遊びでは，軽快なリズムに乗って踊ること。 ムダンスでは，軽快なリズムに乗って全身で踊ること。 にして 踊ったりすること。
技 イ フォークダンスでは，日本の民踊 よう
能 や外国の踊りから，それらの踊り方の

特徴を捉え，音楽に合わせて簡単なステップや動きで踊ること。

ア 表現遊び 表現遊びでは，その行い方を知る ア 表現 表現では，その行い方を知るとともに，身近な生 ア 表現 表現では，その行い方を理解するとともに，いろいろな題材
とともに，身近な題材の特徴を捉え，その もの 活などの題材から主な特徴 や感じを捉え，表したい感じをひ からそれらの主 な特徴を捉え，表したい感じやイメージをひと流れ
になりきって全身で即興的に踊ること。 身近な と流れの動きで即興的に踊ること。 身近な生活などの題材と の動きで即興的に表現した り，グループで簡単なひとまとまりの動
題材とは，低学年の児童の発達の段階に応じて， は，中学年の児童の発達の段階に応じて，｢具体的 な生活から きにして表現したりすること。 いろいろな題材とは，高学年の児童
動物や乗り物など， 身近で関心が高く，特徴が の題材｣やそれと対比する｢空想の世界からの題材｣など，ダイ の発達の段階に応じて，｢激しい感じの 題材｣，｢群（集団）が生きる
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捉えやすくて具体的な動きを多く含む題材として ナミ ックで変化に富んだ多様な表現に取り組みやすい題材と 題材｣などの変化と起伏のある表現へ発展しやす い題材と，題材を一
示 している。それらの題材の特徴を捉えて，跳 して示している。それ らの中から児童の関心や能力にふさわ つに固定しないで幅の広い捉え方や動きを含む題材として ｢多様な題
ぶ，回る，ねじる，這う，素早く 走るなどの全 しい題材を取り上げ，その主な特徴や感 じを捉えて，表した 材｣を示している。それらの中から，題材の特徴を捉え，表したい感
身の動きで，そのものになりきって即興的に踊る い感じを中心に動きを誇張したり変化を付けたりしてメリ ハ じやイメージを強調するように，動きを誇張したり変化を付けたりし
こと。 ［題材と動きの例示］ ○ 鳥，昆虫，恐 リ（緩急・強弱）のあるひと流れの動きにして即興的に表現す てメリハ リ（緩急・強弱）のあるひと流れの動きにして即興的に表
竜，動物園の動物など，特徴が捉えやすく多様な ること。［題材と動きの例示］ ○ ｢具体的な生活からの題材｣ 現したり，グループ で変化と起伏のある｢はじめ－なか－おわり｣の
感じの動き を多く含む題材 ○ 飛行機，遊園地 －｢〇〇づくり｣（料理，粘土造形など），｢１日 の生活｣（洗濯 構成を工夫した簡単なひとまと まりの動きにしたりして表現するこ
の乗り物，おもちゃなど，特徴が捉えやすくスピ 物，掃除，スポーツなど）など，身近な生活の中から特徴が捉 と
ードの変 化のある動きを多く含む題材 ・ ｢〇〇 えやすく多様な感じの動きを含む題材 ・ 題材の特徴の捉え ［題材と動きの例示］ ○ ｢激しい感じの題材｣…生活や自然などから
が〇〇しているところ｣（サルが木登りしたり木 方としては，その題材の変化する様子（｢料理｣で焼か れたり ｢激しく〇〇する｣（バーゲンセ ール，火山の爆発，大型台風接近な
から木へ跳び移っ たりする，カマキリが獲物に 揚げられたり｢洗濯｣で洗われたり干されたりする，それらの行 ど）や｢急に〇〇する｣（ロボットが壊れ た，竜巻発生，怒りの爆発
ゆっくり近づいていったり戦ったりする，飛 行 程で 質感や形状が変わっていく様子など）を捉えるようにす など）などの変化や起伏のある動きを含む題材 ○ ｢群（集団）が生
機が旋回したり急降下したりする，コーヒーカッ ること。 ・ 動きの誇張や変化の付け方としては，表したい感 きる題材｣…生活や社会，自然などから｢祭り｣，｢スポーツ の攻防｣，
プがゆっくり回ったり 速く回ったりする）など，じを，硬く・軟らかく， 大きく・小さく，速く・遅くなどの ｢出口を探せ！｣などの特徴的な群の動きや迫力を生かせる題材 ・ 題
いろいろな題材の特徴や様子を具体的な動きで 動きの質感や形状の変化を付けて誇張 したり，二人で対応す 材の特徴の捉え方としては，題材から動きの変化や起伏の特徴を捉え，
幾つか捉え，跳ぶ，回る，ねじる，這う，素早く る動きを繰り返したりしてひと流れの動きで即興的 に踊るこ そこに感情の変化や起伏を重ねていけるようにする。例えば， ｢火
走る，高・低の差や速さ の変化のある動きなど と。 ・ ひと流れの動きへの工夫の仕方としては，表したい感 山の爆発｣ で，エネルギーの集中と不規則な爆発を繰り返す動きの中
の全身の動きで即興的に踊ること。 ・ 動きの中 じを中心に，感じ の異なる動きや急変する場面などの変化の に自然への畏れ の感情を重ねたり， ｢スポーツの攻防｣で，対立･対
に｢大変だ！○○だ！｣（池に落ちた，サメが襲っ ある動きをつなげて，メリハリ （緩急・強弱）のあるひと流 応した動きから決定的な 瞬間へ展開する動きの中に，勝者と敗者の
てくる，急カ ーブの連続だ，こわれちゃった） れの動きに工夫して感じを込めて踊ること。 ○ ｢空想の世界 感情の対比を重ねたりするなど である。 ・ ひと流れの動きへの工
など，急変する場面を入れて簡単な話に して続 からの題材｣－｢〇〇探検｣（ジャングル，宇宙，海底など）な 夫の仕方としては，表したい感じやイメージを， 素早く走る－急に
けて踊ること。 どの未知の想像が広がる題材や，忍者や戦いなどの二人組で対 止まる，ねじる－回る，跳ぶ－転がるなどの動きで変化 を付けたり

立する動きを 含む題材 ・ 題材の特徴の捉え方としては，｢ジ 繰り返したりして，激しい感じや急変する感じをメリハリ（緩 急・
◎ 運動遊びが苦手な児童への配慮の例 ・ 題材 ャングル探検｣などでは多様な場面（底 なし沼に落ちた，宝物 強弱）のあるひと流れの動きにして即興的に踊ること。 ・ 群の動き
の特徴を捉えて踊ることが苦手な児童には，ねじ 発見！など）を捉えたり，｢忍者｣などではその題材 ならでは の工夫の仕方としては，集まる（固まる）－離れる，合わせて 動く
ったり回ったり， 跳んだり転がったりして全身 のふさわしい動き（忍び込む，戦うなど）で特徴を捉えたりす －自由に動くなど，表したい感じやイメージにふさわしい簡単な群の
の動きで特徴を捉えている友達の動きを見合 い，ること。 ・ 動きの誇張や変化の付け方としては，表したい感 動きでひと流れの動きにして即興的に踊ること。 ・ 簡単なひとま
真似をすることができるなどの配慮をする。 ・ じを，跳ぶ－転がる， 素早く動く－急に止まるなど動きに差 とまりの動きへの工夫の仕方としては，表したい感じやイ メージを
続けて踊ることが苦手な児童には，｢大変だ！〇 を付けて誇張したり，｢追いつ・追わ れつ｣などの二人組で対 強調するように，変化と起伏のある｢はじめ－なか－おわり｣の構 成
〇だ！｣の複数の例示か ら選べるようにするなど 応する動きや｢戦い・対決｣などの二人組で対立す る動きで変 や群の動きを工夫して，仲間と感じを込めて通して踊ること。○ ｢多
の配慮をする。 化を付けたりして，ひと流れの動きで即興的に踊ること。 ・ 様な題材｣…｢わたしたちの地球｣，｢ニュース〇〇｣，｢〇月×日，私の

ひと流れの動きへの工夫の仕方としては，｢具体的な生活から ダ イアリー｣など，社会や生活のいろいろな印象的な出来事から個人
イ リズム遊び リズム遊びでは，その行い方を知 の題材｣と 同じように，表したい感じを中心に，感じの異なる やグループ で選んだ関心のある題材 ・ 題材の特徴の捉え方として
るとともに，軽快なリズムの音楽に乗って 弾ん 動きや急変する場面な ど変化のある動きをつなげてメリハリ は，社会の出来事や何気ない日常生活の中か ら個人やグループで関
で踊ったり，友達と調子を合わせたりして即興的 （緩急・強弱）のあるひと流れの動 きに工夫して感じを込め 心のある印象的な出来事を独自に捉えるようにする こと。 ・ 動き
に踊ること。 軽快なリズムに乗って踊るとは， て踊ること。 の誇張や変化の付け方としては，表したい感じやイメージを，素早
スキップで弾んで踊れる軽快なリズムの曲 を取 く走る－急に止まる，ねじる－回る，跳ぶ－転がるなどの差のある動
り上げ，へそ（体幹部）を中心にリズムに乗って ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 ・ 題材の特徴を捉えるこ きや 急変する動きを入れるなどして，変化とメリハリ（緩急・強弱）
踊ったり，友達と調子を 合わせて即興的に踊っ とが苦手な児童には，題材の多様な場面を絵や文 字で描いた のあるひ と流れの動きにして即興的に踊ること。 ・ 簡単なひとま
たりすること。 カードをめくりながら動くなどの配慮をする。 ・ 動きの誇張 とまりの動きへの工夫の仕方としては，表したい感じやイ メージを
［リズムと動きの例示］ ○ 弾んで踊れるロック や変化の付け方が苦手な児童には，動きに差を付けて誇張し 強調するように｢はじめ－なか－おわり｣の構成や群の動きを工夫 し
やサンバなどの軽快なリズムの曲で児童にとって たり，急変する動きで変化を付けたりして踊っている友達の動 たり，特にラストシーンを印象的にしたりして，個人やグループの持
身近 で関心の高い曲 ・ へそ（体幹部）でリズ きを見合い， 真似をするようにするなどの配慮をする。 ・ ち 味を生かした簡単なひとまとまりの動きにして，仲間と感じを込
ムに乗って，スキップなどで弾む動きを中心に， ひと流れの動きにすることが苦手な児童には，気に入った様子 めて通して踊ること。
ねじる，回る，移動するなどの動きを繰り返し を中心に， 動きが急変する場面の例を複数挙げて動いてみる
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て即興的に踊ること。 ・ 友達と向かい合って手 などの配慮をする。 ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 ・ 題材の特徴を捉えることが苦
をつなぎ，スキップしながら回ったり，ねじった 手な児童には，二人から四人組などで，題 材の特徴的な様子や動き
り，手を叩き合ったりして即興的に踊ること。 イ リズムダンス リズムダンスでは，その行い方を知ると を出し合いながら踊ってみるなどの配慮をする。 ・ ひと流れの動き

ともに，軽快なロックやサンバなど のリズムの特徴を捉え， にすることが苦手な児童には，表したい感じやイメージ から捉えた
◎ 運動遊びが苦手な児童への配慮の例 ・ リズ リズムに乗って弾んで踊ったり，友達と関わり合った りして 変化とメリハリ（緩急・強弱）のある動きを，教師や仲間のリ ード
ムに乗って踊ることが苦手な児童には，友達や教 即興的に踊ること。 軽快なリズムに乗って全身で踊るとは， で幾つか一緒に踊ってみるなどの配慮をする。 ・ 簡単なひとまとま
師の動きを真似し ながら，リズムに合わせてス スキップで弾んで踊れる軽快なリズ ムの曲を取り上げ，ロッ りの動きにすることが難しい児童には，一番表したい 感じやイメー
キップで弾んだり，かけ声や手拍子を入れた り クの後打ちやサンバのシンコペーションなどのリズム の特徴 ジを明確にするとともに，できたところまでを通して踊って みなが
して踊るなどの配慮をする。 ・ 友達と関わって を捉え，へそ（体幹部）を中心に，リズムに乗って全身で弾ん ら，表したい感じにふさわしい｢はじめ－なか－おわり｣の構成にな
踊ることが苦手な児童には，教師を含めた数人で で踊った り，動きに変化を付けて踊ったり，友達と関わり合 っているか教師や他のグループに見てもらうなどの配慮をする。
手をつ なぎ，簡単な動きで弾んだり，回ったり， って踊ったりすること。 ［リズムと動きの例示］ ○ 軽快な
移動したりして一緒に踊るなど の配慮をする。 テンポやビートの強いロックのリズム ・ リズムの特徴を捉え イ フォークダンス（日本の民踊を含む）

た踊り方としては，軽快なテンポのロックのリズム （テンポ フォークダンスでは，その行い方を理解するとともに，日本の民踊
※ ｢内容の取扱い｣で示されているフォークダン の目安はスキップで弾める BPM140 前後：BPMとは１分間の よう
スを含めて指導する場合は， その場ですぐ覚え ビ ートの数を示す）では，｢ンタ（1 拍）ンタ（1 拍）｣（※ や外国
て踊ることができる易しい踊りを取り上げ，スキ 下線は，強調を表 す）の弾みや後打ち（後拍が強調された弱 の踊りの踊り方の特徴を捉え，基本的なステップや動きを身に付けて，
ップやラ ンニングなどの簡単なステップで，音 起のリズムでアフタービートと もいう）のリズムの特徴を捉 音楽に 合わせてみんなで楽しく踊って交流すること。
楽に合わせてみんなで踊ること。［踊りの例示］ え，へそ（体幹部）を中心にその場で弾んだ り，体の各部分 日本の民踊 よう
○ ジェンカ（フィンランド)，キンダーポルカ でリズムをとったりして即興的に踊ること。ビートの強い ロ とは，それぞれの地域で親しまれている民踊 よう
（ドイツ)，タタロチカ（ロシア) など，軽快な ックのリズム（テンポの目安は歩く速度の BPM120 前後）で や日本の代表的な
リズムと易しいステップの繰り返しで構成される は，｢ウンタ（2 拍）ウンタ（2 拍）｣の後打ちのリズムの特徴 民踊 よう
簡単なフォー クダンス ・ ジェンカは，前の人 を捉え，動きにアクセ ントを付けるなどして即興的に踊るこ で，歌詞に伴う手振り，低く踏みしめるような足どりと腰の動き，輪
の肩に手を置いて列になって踊るところが特徴的 と。 ・ 動きの変化の付け方としては，弾む動きにねじる・回 踊
な 踊り。軽やかに体を弾ませながら踊ること。 るなどの動きを入 れて変化を付けたり，素早い動きやストッ り，一人踊りが多いなどの日本の民踊 よう
・ キンダーポルカは，易しいステップと指さし プなどで曲のリズムに変化を付 けたりして続けて即興的に踊 に共通する特徴をもつ踊りとして示し
の動きが特徴的な踊り。パ ートナーと調子を合 ること。 ・ 友達との関わり方としては，二人で向かい合って ている。外国の踊りとは，世界の国々で親しまれている代表的なフォ
わせて踊ること。 ・ タタロチカは，一重円で軽 手をつないだりくぐり 抜けたりして自由に関わり合って踊っ ークダン スで，軽快な音楽に乗せたいろいろなステップ，輪や列に
快な足の動きとかけ声が特徴的な踊り。大き な たり，二人で調子を合わせたりかけ 合いをしたりして即興的 なって手をつないで 踊る，パートナーと組んで踊るなど，国によっ
かけ声をかけながら軽快に踊ること。 に踊ること。 ○ 陽気で小刻みなビートのサンバのリズム ・ て様々な特徴をもつ踊りとして 示している。それらの踊りの中から

リズムの特徴を捉えた踊り方としては，サンバの｢ンタッタ（２ 踊りの特徴を捉え，基本的なステップや動 きを身に付けて，音楽に
拍）ンタ ッタ（２拍）｣（※下線は，強調を表す）のシンコペ 合わせてみんなで楽しく踊って交流すること。また， 踊りの由来や
ーション（拍子の強弱 を逆転させたり変化させたりしたリズ 背景を理解し，踊りを通して日本の地域や世界の文化に触れるよ う
ム）のリズムと打楽器の小刻みなビ ートのリズムの特徴を捉 にすること。 ［踊りと動きの例示］
え，その場で弾んだり，体の各部分で小刻みにリ ズムをとっ ○ 日本の民踊 よう
たり，へそ（体幹部）を中心に前後左右のスイングなどでリズ
ムに乗ったりして即興的に踊ること。 ・ 動きの変化の付け それぞれの地域で親しまれている民踊 よう
方としては，ロックのリズムと同じように，弾む動き にねじ や日本の代表的な民踊 よう
る・回るなどの動きを入れて変化を付けたり，素早い動きやス の中から軽快なリズムの踊りや力強い踊りなど，特徴や感じが異なる
トッ プなどで曲のリズムに変化を付けたりして続けて即興的 踊りや簡単な動き で構成されている踊り。
に踊ること。 ・ 友達との関わり方としては，二，三人の友達 ・ 日本の民踊 よう
と調子を合わせたりかけ合 いをしたりして即興的に踊ること。に共通する特徴やそれぞれの踊り方の特徴を捉え，構成され

た基本的な踊り方を身に付けて踊ること。 ・ 阿波踊り（徳島県）や
春駒（岐阜県）などの軽快なリズムの踊りでは， 軽快な足さばきや

◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 ・ リズムの特徴を捉えて 手振りで踊ること。 ・ ソーラン節（北海道）やエイサー（沖縄県）
踊ることが苦手な児童には，リズムに合わせて手 拍子をした などの力強い踊りでは，低 く踏みしめるような足取りや腰の動きで
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り，リズムを表す言葉をかけながら踊ったりするなどの配慮を 踊ること。 ○ 外国のフォークダンス 世界の国々で親しまれている
する。 ・ 動きに変化を付けて踊ることが苦手な児童には， 代表的なフォークダンスの中から，特徴や感 じが異なる踊りや簡単
曲のリズムに同調する だけでなく，動きやリズムに変化を付 な隊形・ステップ・組み方で構成される踊り。・ マイム・マイム（イ
けた動きで踊っている友達の動きを 見合い，真似をするよう スラエル）などのシングルサークルで踊る力強い踊 りでは，みんな
にするなどの配慮をする。 ・ 友達と関わって踊ることが苦手 で手をつなぎ，かけ声をかけて力強くステップを踏みなが ら移動し
な児童には，二人組で向かい合って手を つなぎ，スキップで て踊ること。 ・ コロブチカ（ロシア）などのパートナーチェンジの
弾んだり，回ったり，動きの真似をし合うようにした りする ある軽快な踊りでは，
などの配慮をする。 パートナーと組んでスリーステップターンなどの軽快なステップで

動きを 合わせたり，パートナーチェンジをスムーズに行ったりしな
がら踊ること。
・ グスタフス・スコール（スウェーデン）などの特徴的な隊形と構
成の踊 りでは，前半の厳かな挨拶の部分と後半の軽快なスキップや
アーチくぐり などの変化を付けて，パートナーや全体でスムーズに
隊形移動しながら踊 ること。

◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 ・ 踊ることが苦手な児童には，
低学年で既習した簡単な踊りや，前時に学 習した踊りを授業の導入
で行うなどの配慮をする。 ・ 踊りの特徴を捉えて踊ることが苦手な
児童には，踊りの由来や背景を伝 えたり，映像を見て踊りのイメー
ジを捉えたりするなどの配慮をする。 ・ 踊り方を身に付けることが
苦手な児童には，教師が曲を口ずさみながら 全体を大まかに通して
踊り，難しいところは個別に部分練習をするなどの 配慮をする。

(2) (2) 身近な題材の特徴を捉えて踊ったり，軽快な (2) 自己の能力に適した課題を見付け，題材やリズムの特徴を (2) 自己やグループの課題の解決に向けて，表したい内容や踊りの特
思 リズムに乗って踊ったりす る簡単な踊り方を工 捉えた踊り方や 交流の仕方を工夫するとともに，考えたこと 徴を捉え た練習や発表・交流の仕方を工夫するとともに，自己や仲
考 夫するとともに，考えたことを友達に伝えること。を友達に伝えること。 間の考えたことを 他者に伝えること。
力
，ア 身近な題材の特徴を捉えて踊ったり，軽快な ア 自己の能力に適した課題を見付け，その課題の解決のため ア 自己やグループの課題を見付け，その課題の解決の仕方を考えた
判 リズムに乗って踊ったりする表 現遊びやリズム の活動を選ぶこと。 り，課題に 応じた見合いや交流の仕方などを選んだりすること。 ○
断 遊びの簡単な踊り方を工夫すること。 ○ 自己の能力に適した課題を見付ける例 ・ 題材やリズムの 自己やグループの課題を見付ける例 ・ 表したい感じやイメージが
力 ○ 題材の特徴にふさわしい様子や動きを選んだ 特徴を知り，自己の能力に合った課題を選ぶこと。 ・ 表現や 表れているか，踊りの特徴を捉えて踊れてい るかなど，グループの
，り見付けたりする例 ・ 題材の特徴的な様子を出 リズムダンスの動きのポイントを知り，楽しく踊るための自己 仲間や他のグループの踊りを見て，自己やグループ の課題を見付け
表 し合い，その中から行いたい様子を選んだり， に 合った課題を見付けること。 ○ 友達のよい動きを取り入 ること。 ○ 課題に応じて動きを選ぶ例 ・ ｢表したい感じやイメー
現 それにふさわしい動きを見付けたり，友達の動き れる例 ・ よい動きを知り，友達のよい動きを自己の動きに取 ジを強調する｣という課題に応じて，素早く－ゆ っくり，ねじる－回
力 を取り入れたりすること。 り入れること。 る，跳ぶ－転がるなどの差のある動きや群の動きなど で変化を付け
等 ○ リズムの特徴を捉えた動きを選んだり見付け る方法を選ぶこと。 ○ 課題にふさわしい簡単なひとまとまりの動き
たりする例 ・ 軽快なリズムの特徴を捉えた動き イ 課題の解決のために考えたことを友達に伝えること。 ○ を構成する例 ・ ｢表したい感じやイメージが伝わりにくい｣という課
を選んだり，気に入った動きを見付け たり，友 友達が工夫したよいところを伝える例 ・ 表したい感じや様子 題に応じて， ｢はじめ －なか－おわり｣で一番盛り上げたい場面を明
達の動きを取り入れたりすること。 にふさわしい動きで踊れていたかどうかを見合い， 特徴を捉 確にし，急変する場面や取り 入れる群の動きを選ぶこと。 ○ 課題

えた動きや変化のある動きなどよかったところを友達に伝える に応じた見合いや交流の仕方を工夫する例 ・ 表したい感じやイメー
イ よい動きを見付けたり，考えたりしたことを こ と。 ○ リズムダンスで工夫した動きを伝える例 ・ その ジが表れているか，踊りの特徴を捉えているかな どを確かめるため
友達に伝えること。 ○ 表現遊びで見付けた気に 時間に見付けた動きや気に入った動きを，みんなで円形などに に，ペアのグループやクラス全体で見合ったり，一緒に 踊って見合
入った動きを友達に伝える例 ・ 題材の特徴を捉 なっ て一緒に踊りながら伝えること。 いながら交流したりするなどの仕方を選ぶこと。
えて踊った後に，一番気に入った様子や動きを友
達に伝 える。 ○ リズム遊びで友達のよい動き イ 課題の解決のために自己や仲間の考えたことを他者に伝えること
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を伝える例 ・ へそ（体幹部）を中心に全身で弾 ○ 表現で工夫した成果を他者に伝える例 ・ 表したい感じやイメー
んでリズムに乗っている動き，変化の ある動き ジにふさわしい動きになっているかをペアのグル ープやクラス全体
など，友達のよい動きについて発表する。 で見合い，よくなったところを伝えること。 ○ フォークダンスで身

に付けた踊りの特徴を他者に伝える例 ・ ペアのグループやクラス全
体で踊り，踊りの特徴が出ているかを伝える こと。

(3) (3) 運動遊びに進んで取り組み，誰とでも仲よく (3) 運動に進んで取り組み，誰とでも仲よく踊ったり，友達の (3) 運動に積極的に取り組み，互いのよさを認め合い助け合って踊っ
学 踊ったり，場の安全に気を付 けたりすること。 動きや考えを認 めたり，場の安全に気を付けたりすること。 たり，場 の安全に気を配ったりすること。
び
に ア 題材になりきって踊ったり，軽快なリズムに ア 表したい感じをひと流れの動きで踊ったり，軽快なリズム ア 表したい感じやイメージを表現したり，日本の民踊 よう
向 乗って踊ったりする運動遊びに 進んで取り組む に乗って全身で踊 ったりする運動に進んで取り組むこと。 イ や外国のフォークダンス
か こと。イ 表現遊びやリズム遊びに取り組む際に， 表現やリズムダンスに取り組む際に，誰とでも仲よく踊るこ で交流したりする運動に積極的に取り組むこと。 イ 表現やフォーク
う 誰とでも仲よく踊ること。 ウ 表現リズム遊びを と。ウ 表現やリズムダンスを行う場の設定や用具の片付けを，ダンスに取り組む際に，互いの動きや考えのよさを認め合うこと。
力 する場の設定や使った用具の片付けを，友達と一 友達と一緒にするこ と。 エ 表現やリズムダンスでの友達の ウ 表現やフォークダンスにグループで取り組む際に，仲間と助け合
，緒にする こと。 エ 友達とぶつからないように 動きや楽しく踊るための友達の考えを認める こと。 オ 友達 うこと。 エ 表現やフォークダンスを行う場の設定や用具の片付けな
人 周りの安全に気を付けて踊ること。 とぶつからないように周りの安全を確かめて踊ること。 どで，分担された役 割を果たすこと。 オ 活動する場所の危険物を
間 取り除くとともに，仲間とぶつからないよう，場の 安全に気を配る
性 ◎ 運動遊びに意欲的でない児童への配慮例 ・ ◎ 運動に意欲的でない児童への配慮の例 ・ 踊ることに意欲 こと。
等 題材から表したい様子や動きを思い浮かべること 的でない児童には，授業の導入で，みんなで円形などに なり，
に意欲的でない児童に は，単元の導入でその題 顔を見合わせながら軽快なリズムに乗って弾んだり手拍子をし ◎ 運動に意欲的でない児童への配慮の例 ・ 仲間の前で表現やフォ
材に関連する絵本や図鑑などを提示し，題材に対 たり して，心と体をほぐすなどの配慮をする。 ・ 友達と関 ークダンスを行うことに意欲的ではない児童に は，授業の導入で，
する興味や関心を高めるなどの配慮をする。 ・ わりながら踊ることに意欲的でない児童には，友達と組んでで 中学年のリズムダンスで学習したへそ（体幹部）を中 心に軽快なリ
リズムに乗って踊ることに意欲的でない児童に きる簡単な動きを示した中から選べるようにするなどの配慮 ズムに乗って踊る活動を取り入れ，心と体をほぐすなどの配 慮をす
は，その児童にとって身 近で関心があり，自然 をする。 る。 ・ 表したい感じやイメージを表現することに意欲的でない児童
に体を弾ませたくなるような選曲をするなどの配 には，取り 上げる題材を，クラス共通の題材だけでなく，個人やグ
慮 をする。 ループの関心や能 力の違いに応じて選ぶようにするなどの配慮をす

る。
・ 日本の民踊 よう
や外国のフォークダンスを踊ることに意欲的でない児童に
は，身近な郷土の民踊 よう
や外国のフォークダンスの映像を見せて興味・関心
をもてるようにしたり，踊りに必要な簡単な小道具や衣装を着けて踊
りの 雰囲気を高めたりするなどの配慮をする。


